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 【目的】発達障害児の評価は、全体発達を捉えた上で、言語面では語彙・統語・会話の
評価を行う。臨床では、＜Ｓ -Ｓ法＞言語発達遅滞検査、絵画語彙発達検査（ PVT-R）、
質問-応答関係検査の 3 種の検査を用いて評価している。  
言語検査の中で、統語の評価が含まれるのは、＜Ｓ -Ｓ法＞言語発達遅滞検査（以下Ｓ -
Ｓ）、失語症構文検査、L-C スケール、J.COSS がある。Ｓ-Ｓが一番使用頻度が高いもの
の統語については、統語方略（語順）発達年齢 4 歳 2 カ月、統語方略（助詞）発達年齢
5 歳 11 カ月の 2 項目だけであり、4 歳 2 カ月～5 歳 11 カ月の間は、年中～年長児に対応
し、言語発達面では、統語方略の理解、抽象概念の拡大、メタコミュニケーションの習
得と大事な時期に当たる。そこで、今回、統語方略（語順）と統語方略（助詞）の間を
段階的に評価できる課題を検討するために、定型発達児を対象に、授受構文、使役文な
どの理解について調査を行った。 
【方法】埼玉県の保育園児、小学 1 年～3 年の学童児 45 名を対象に、協力施設にて言語
聴覚士 3 名が個別に実施した。ファイル形式の図版を提示し、課題 1～8 の受信と発信
を行った。実施時間は、約 30 分であった。得られた結果を集計した。  
  
（対象内訳）               
                     
 
 
（課題内容）  
課題  語彙  試行数  
1 出す・入れる  4 
2 ～より大きい・小さい  4 
3 押す・押させる  10 
4 貸す・借りる  10 
5 追いかける・追いかけられる  11 
6 怒る・怒られる  11 
7 洗ってあげる・洗ってもらう  11 
8 あげる・もらう  12 
 
【まとめ】  
 今回の予備的調査で、年齢と課題得点に概ね相関が認められ、課題項目の削減対象が
明らかになった。受信と発信の関係では、課題間差があり、提示方法の検討が必要であ
ることが示唆された。  
今後は、項目を削減し、再度予備調査を実施する予定である。  
【学会発表】  
第 58 回 日本音声言語医学会 2013./10/17.18 に発表予定 
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年齢  3 4 5 6 7 8 9 10 
人数  6 6 5 9 5 7 6 1 
 
【結果】  
サンプル数が少ないことから、相関係数
を利用して年齢段階と得点の関係を調べ
た。全体として受信・発信得点いずれも年
齢段階とは正の相関が認められたが（0.069
～0.767）、課題 1.2.4 においては、小さい
相関に留まっていた。  
 課題 3～8 について、項目数を 6～8 にす
るために、各項目と課題得点の相関関係、
および記述統計の結果を見て削除する項目
を判断し、相関が小さい、または、天井・
床効果が生じていると考えられた項目を削
除対象とした。  
 受信と発信得点にも相関が認められた
が、課題 1.5 については低い値に留まった。 
 
 
 
